
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□■ショートコメント■□■ 

◆公式ホームページによれば、本作の「イントロダクション」は、次の通りだ。 

 

◆公式ホームページによれば、本作の「ストーリー」は、次の通りだ。 

 

 

 

 

 

アウトレイジ 最終章 

2017年・日本映画 

配給／ワーナー・ブラザース映画、オフィス北野・104分 

2017（平成29）年10月15日鑑賞 ＴＯＨＯシネマズ西宮ＯＳ 

 

★★★ 
監督・脚本・編集：北野武 

出演：ビートたけし／西田敏行／大

森南朋／ピエール瀧／松重

豊／大杉漣／塩見三省／白

竜／名高達男／光石研／原

田泰造／池内博之／津田寛

治／金田時男／中村育二／

岸部一徳 
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◆また、公式ホームパージによれば、本作の登場人物はワルばっかり。その勢力分布図は

次のとおりだ。 

 

◆シリーズ３部作の第１作は２０１０年６月１２日公開の『アウトレイジ』（１０年）、第

２作は２０１２年１０月６日公開の『アウトレイジ ビヨンド』（１２年）。両者のストー

リーは次の通りだ。 
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◆本作を鑑賞した１０月１５日（日曜日）は、衆議院議員総選挙投票日たる１０月２２日

（日曜日）のちょうど 1 週間前。街の中ではいたるところで選挙カーが走り回り、候補者

や支援者が演説をしていた。今回の総選挙では民進党の空中分解と小池（百合子）新党（希

望の党）の立ち上げが最大のニュース。その「政治ドラマ（権力闘争）」はメチャ面白いが、

北野武（ビートたけし）が監督、脚本、編集し、自ら張グループの世話になっているヤク

ザ大友役で主演した本作を見ていると、極道の世界も政治家の世界と全く同じだというこ

とがよくわかる。 

本作でその権力闘争の中枢にいるのは、花菱会若頭の西野（西田敏行）と、済州島で女

を買ったことからトラブルを引き起こした直参幹部の花田（ピエール瀧）の２人だが、そ

の権力闘争の構図はきわめて分かりやすい。、民進党代表の前原誠司が小池百合子にコロリ

と騙されてしまったことは今や誰の目にも明らかだが、本作を見ていても権力闘争を生き

抜く上では、花菱会会長の野村（大杉蓮）のような単純な頭ではだめで、西野、若頭補佐

の中田（塩見三省）、会長付き若頭補佐の森島（岸部一徳）ような「悪知恵」が不可欠なこ

とがよくわかる。 

 

◆衆議院議員選挙における権力闘争の真っ最中に、本作のような極道の権力闘争を楽しま

せてもらったことに感謝！もっとも、第２作の『アウトレイジ ビヨンド』では、警視庁

の片岡（小日向文世）は大友にあっさり射殺されてしまったが、本作では、警視庁の熱血

刑事重田（松重豊）は辞表を叩きつけてしまっただけというのはいかにも中途半端で情け

ない限り。こりゃ脚本上の手抜き？それとも、北野武監督の視点では、ヤクザの権力闘争

に警察はもともとどうでもいい存在・・・？ 

それにしても、「アウトレイジ」シリーズ３部作の最終章となる本作の、ある意味想定内

（？）のあっけない（？）ラストは、これぞ北野武監督の理想とする男の美学なの？それ

とも・・・？ 

 

２０１７（平成２９）年１０月１９日記 

 

 


